
ダイワ・インド株ファンド（愛称︓パワフルインド）

第60期決算と今後の⾒通しについて

2023年6月12日

平素は、「ダイワ・インド株ファンド（愛称︓パワフル・インド）」をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、当ファンドは2023年6月7日に第60期決算を迎えました。当期の運⽤状況と今後の⾒通しについてま
とめましたので、報告申し上げます。

なお、基準価額と配当等収益の水準を勘案した結果、当期の分配⾦を10円（1万口当たり・税引前）とする
ことといたしました。

ファンドの分配⾦額は収益分配方針に基づき決定しますが、その際は前回決算からの基準価額の変化だけで
はなく、中⻑期的な基準価額の推移と市場動向、配当等収益や分配対象額の状況等を総合的に勘案して決定し
ています。

＜当ファンドの収益分配方針＞

①分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とします。

②原則として、基準価額の水準等を勘案して分配⾦額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には、
分配を⾏なわないことがあります。

分配⾦額の多寡はファンドの運⽤成績に結びつくものでもありません。運⽤成績を判断するためには、今ま
での分配実績と基準価額の動き両方をみたトータルリターン（総収益率）を、市場の動きと比較する必要があ
ります。

引き続きお引き⽴て賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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基準価額・純資産の推移(2023年6月7日時点)

※「分配⾦再投資基準価額」は、分配⾦（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運⽤管理費⽤（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費⽤をご覧ください）。
※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。
※分配⾦は、決算の都度、収益分配方針に基づいて委託会社（⼤和アセットマネジメント）が決定しますので、将来の分配⾦について、あ

らかじめ⼀定の額の分配をお約束するものではありません。今後の市場環境や運⽤状況によっては、分配⾦の変更あるいは分配⾦が⽀払
われない場合もあります。

2023年6月7日現在 当初設定日（2008年6月13日）～2023年6月7日

基準価額 10,408円

純資産総額 97億円

決算期 （年/月/日） 分配金

第1～55期 合計： 6,400円

第56期 (22/6/7) 200円

第57期 (22/9/7) 750円

第58期 (22/12/7) 650円

第59期 (23/3/7) 300円

第60期 (23/6/7) 10円

分配金合計額 設定来 ： 8,310円

直近5期 ： 　1,910円

《分配の推移》 (1万口当たり、税引前)
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インド株式市況

インドの1-3月期実質GDP（国内総生産）成⻑率は前年同期比+6.1%と、市場予想を上回る⾼い成⻑率
となりました。今後についても、世界的な景気減速の影響は免れないとみるものの、インドのインフレ率
が落ち着く中、実質所得の改善などを背景とした個人消費の拡⼤、政府による積極的なインフラ投資など
内需主導で堅調な推移となることをみこんでいます。

政治面では、5月にインドのカルナタカ州議会選挙で与党のBJP（インド人⺠党）が敗北しました。しか
し、同州は反現職意識の傾向が強いという地域特性があることやインド全⼟では依然としてモディ⾸相の
⽀持率が⾼いことなどを考慮すると、2024年の総選挙でも与党優勢が予想され、安定した政権運営が続く
とみています。

インド株式市場について、世界的な景気減速懸念から当面はやや神経質な相場展開が予想されます。⼀
方で、RBIの利上げ打ち⽌め期待が株価を下⽀えすると考えており、下値は限定的とみています。企業業
績については、インドの堅調な経済成⻑などを背景に、2023年以降も年率2桁の利益成⻑が継続すると予
想しています。

中⻑期的には、モディ⾸相が主導する構造改革の進展や個人消費の拡⼤によるインドの⾼水準の経済成
⻑を背景に、株式市場は堅調に推移すると考えています。

運用方針
当ファンドでは、企業の成⻑⼒などに着目し、インド経済の⻑期的な成⻑の恩恵を享受することをめざ

して運⽤を⾏います。セクターでは、設備投資拡⼤の恩恵が⾒込まれる資本財・サービスセクターに加え、
中間層の増加などを背景に需要の⻑期的な拡⼤が⾒込まれる⾃動⾞やホテル関連を中⼼に、⼀般消費財・
サービスセクターに注目しています。個別銘柄では、優秀な経営陣に率いられ、強固な事業基盤を持つ銘
柄を中⼼に投資していく方針です。

市場展望

インド株式市場は、過去１年間、比較的⼤きな値幅で上下する展開となりました。

2022年6月後半から、インド国内におけるインフレのピークアウト観測や景気回復期待を背景に上昇基
調となりました。しかし、12月以降は、世界的な景気減速や欧⽶⾦融機関の信⽤不安など外部環境の悪化
に加え、インドの新興財閥であるアダニ・グループの不正会計疑惑などから投資家⼼理が悪化し、それま
での上げ幅を失いました。その後、2023年3月下旬を底に、インド国内のインフレ鈍化やRBI（インド準
備銀⾏）の利上げ打ち⽌め観測などを理由に株価は再び堅調に推移しました。

（現地:2022年6月6日〜2023年6月6日）

出所︓ブルームバーグ※グラフの起点（2022年6月6日終値）を基準に指数化しています。

90

95

100

105

110

115

'22/6/6 '22/9/6 '22/12/6 '23/3/6 '23/6/6

MSCI インド（配当なし、インドルピー建て）

3/8



収益分配⾦に関する留意事項

※上記はイメージであり、実際の分配⾦額や基準価額を示唆するものではありませんのでご留意ください。
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ファンドの目的・特色

投資リスク

ファンドの費用

 
ファンドの目的 
 

● インドの企業の株式に投資し、信託財産の成長をめざします。 
 
ファンドの特色 
 

1． インドの企業の株式（注）に投資します。 
• インドの企業の株式（注）から企業のファンダメンタルズ、成長性等を総合的に勘案して銘柄選択を行ないます。 

（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

※インドの企業の株式の運用については、SBI Funds Management Limited の助言を受けます。 

2． 毎年 3、6、9、12 月の各 7 日（休業日の場合翌営業日）に決算を行ない、収益分配方針に基づいて収益の分配を
行ないます。 

3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 
・マザーファンドは、「ダイワ・インド株マザーファンド」です。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
 

 
● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ

れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク・信用リスク）」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「その他（解約申込みに伴
うリスク等）」 
※ 新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

※ 購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせください。 
※ 運用管理費用の信託財産からの支払いは、毎計算期末または信託終了時に行なわれます。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉3.3％（税抜 3.0％） 

購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提
供、取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 1.848％ 
（税抜 1.68％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額に対
して左記の率を乗じて得た額とします。運用管理費用は、
毎日計上され日々の基準価額に反映されます。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・
オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場
合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 
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URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00〜17:00)

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために⼤和アセットマネジメント株式会
社が作成したものです。
当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論⾒書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃身でご判断ください。
投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は⼤きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯⾦とは異なります。
投資信託は預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購⼊いただいた投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運⽤実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他⼀切の権利はその発⾏者および許
諾者に帰属します。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。
当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み⼊れることを、示唆・保証する
ものではありません。
分配⾦は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ⼀定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配⾦が⽀払われない場合もあります。
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

アイオー信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第230号

朝日信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第143号 ○

足利小山信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第217号

あぶくま信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第24号

尼崎信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第39号 ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

遠州信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第28号

大川信用金庫 登録金融機関 福岡財務支局長(登金)第19号

大阪信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第45号

大田原信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第219号

帯広信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第15号

北伊勢上野信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第34号

吉備信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第22号

岐阜信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第35号 ○

京都中央信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第53号 ○

京都北都信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第54号

桐生信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第234号

呉信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第25号

さがみ信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第191号

さわやか信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第173号 ○

しののめ信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第232号

芝信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第158号

城北信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第147号 ○

白河信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第36号

西武信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第162号 ○

瀬戸信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第46号 ○

空知信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第21号

大地みらい信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第26号

高松信用金庫 登録金融機関 四国財務局長(登金)第20号

但馬信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第67号

玉島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第30号

多摩信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第169号 ○

東濃信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第53号 ○

栃木信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第224号

鳥取信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第35号

豊川信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第54号

長野信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第256号 ○

のと共栄信用金庫 登録金融機関 北陸財務局長(登金)第30号

兵庫信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第81号 ○

平塚信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第196号

広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第44号 ○

福井信用金庫 登録金融機関 北陸財務局長(登金)第32号

福岡ひびき信用金庫 登録金融機関 福岡財務支局長(登金)第24号 ○

北海道信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第19号

三島信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第68号

盛岡信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第54号

大和信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第88号 ○

2023年6月1日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ダイワ・インド株ファンド（愛称：パワフル・インド）

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。 7/8



取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

2023年6月1日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ダイワ・インド株ファンド（愛称：パワフル・インド）

米子信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第50号

米沢信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第56号

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第140号 ○ ○ ○

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長(金商)第24号 ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

松阪証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第19号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。 8/8




